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(57)【要約】
【課題】母線路利用の配電システムを提供する。
【解決手段】配電システム（１０）は、第１の開口（１
５０）が画成されている接地母線バー（６０）と、第２
の開口（１４０）が画成されている母線路ハウジング（
６４）を含む。本システムはまた締結具封止システム（
９０）を含み、該締結具封止システムは締結具（１１８
）及び少なくとも１つのシール（１３０）を含む。締結
具は、前記第１の開口及び前記第２の開口を通って延在
すると共に、前記接地母線バーを前記母線路ハウジング
に結合するように構成される。前記接地母線バーは母線
路ハウジングに接触して、両者間に接地接続部を形成す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の開口（１５０）が画成されている接地母線バー（６０）と、
　第２の開口（１４０）が画成されている母線路ハウジング（６４）と、
　締結具（１１８）及び少なくとも１つのシール（１３０）を含む締結具封止システム（
９０）であって、前記締結具が、前記第１の開口及び前記第２の開口を通って延在し且つ
前記接地母線バーを前記母線路ハウジングに結合するように構成されており、また前記接
地母線バーが前記母線路ハウジングに接触して、両者間に接地接続部を形成している、当
該締結具封止システムと、
を有している配電システム（１０）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのシール（１３０）は前記第１の開口（１５０）及び前記第２の開
口（１４０）の内の少なくとも１つを通しての汚染物の侵入を低減する、請求項１記載の
システム（１０）。
【請求項３】
　前記締結具（１１８）は拘束部分（１５８）を含み、前記締結具封止システム（９０）
が更に、前記拘束部分と前記少なくとも１つのシール（１３０）との間に配置された間隔
保持装置（１２０）を有している、請求項１記載のシステム（１０）。
【請求項４】
　前記締結具（１１８）は、前記間隔保持装置（１２０）に圧縮力を加えるように構成さ
れている、請求項３記載のシステム（１０）。
【請求項５】
　前記締結具（１１８）は、ネジ山付き締結具と、該締結具に加えられるトルクを前記間
隔保持装置（１２０）に加える圧縮力へ変換するように構成された協働部材（１６２）と
を有している、請求項４記載のシステム（１０）。
【請求項６】
　前記間隔保持装置（１２０）は、前記少なくとも１つのシール（１３０）を圧縮し且つ
前記接地母線バー（６０）と前記母線路ハウジング（６４）との間の接地接続部を維持す
るように構成されている圧縮スペーサ（１７０）及びバネ座金（１７２）を有している、
請求項４記載のシステム（１０）。
【請求項７】
　前記間隔保持装置（１２０）は前記少なくとも１つのシール（１３０）にかかる圧縮力
を実質的に一定に維持する、請求項６記載のシステム（１０）。
【請求項８】
　前記間隔保持装置（１２０）は第１の切欠き（１９６）及び第２の切欠き（１９８）を
含み、前記第１の切欠き（１９６）は前記バネ座金（１７２）の少なくとも一部分を受け
入れるように構成され、また前記第２の切欠きは前記接地母線バー（６０）の少なくとも
一部分を受け入れるように構成されている、請求項６記載のシステム（１０）。
【請求項９】
　各々に開口（１５０，１４０）が画成されている接地母線バー（６０）と母線路ハウジ
ング（６４）とを結合するためのタイボルト封止システム（９０）であって、
　本体（１６０）及び拘束部分（１５８）を含む締結具（１１８）であって、前記締結具
本体が、前記接地母線バー及び前記母線路ハウジングに画成された前記開口を通って延在
するように構成されている、当該締結具（１１８）と、
　前記締結具本体の周りに少なくとも部分的に延在すると共に、前記接地母線バーに画成
された前記開口内に少なくとも部分的に配置されるように構成された少なくとも１つのシ
ール（１３０）であって、前記母線路ハウジングに画成された前記開口を封止するように
構成されている当該少なくとも１つのシール（１３０）と、
を有するタイボルト封止システム（９０）。
【請求項１０】
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　更に、前記拘束部分（１５８）と前記少なくとも１つのシール（１３０）との間に及び
前記拘束部分と前記接地母線バー（６０）との間に配置された少なくとも１つの間隔保持
装置（１２０）を有している請求項９記載のシステム（９０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示技術の分野は、一般的に云えば、母線路(busway)システムを用いた配電に関し、
より具体的には、母線路システム内の構成部品を結合するための方法及びシステムに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　配電システム内には母線路システムが含められることがある。母線路システムは、典型
的には、適切な長さの母線路を提供するように継手部分によって結合された複数の母線路
部分を含む。母線路システムは、典型的には、ケーブル及びコンジットの代替物として工
業用又は商業用建物の中に使用される。母線路システムを使用すると、ケーブル及びコン
ジットと比べて設置時間及び費用を低減することができ、またケーブル及びコンジットよ
りも重量を小さくすることができる。
【０００３】
　母線路システム内の構成部品を固定するために、母線路システム全体にわたってタイボ
ルト(tiebolt) が使用される。例えば、タイボルトは、継手部分で母線路部分を固定する
ために使用することができる。各々の母線路部分は、該母線路部分の内部を保護するハウ
ジングを含む。タイボルトは、例えば、或る構成部品をハウジングに固定するために、及
び／又はハウジングに対する支持を与えるために、ハウジングに設けた開口に挿入される
。母線路部分の内部は、該開口において、例えば水又は塵埃による、潜在的な汚染の影響
を受けやすい。このような汚染は時間の経過につれてハウジング内の構成部品に損傷を与
えることがある。既知の母線路配電システムは、例えば、接地母線バーとハウジングとの
間に配置されたアルミニウム座金を含んでいる。このアルミニウム座金は接地母線バーと
ハウジングとの間に導電通路を提供し、また、アルミニウムはハウジング及び接地母線バ
ーを形成する材料と比べて比較的軟らかいので、アルミニウム座金は、汚染物がハウジン
グの内部に入り込むのを防止するために少なくとも幾分かの封止を構成するように変形す
る。しかしながら、タイボルトに結合して封止するために使用される他の構成部品が、時
間の経過につれて、例えば、ガスケット座金を圧縮しているとき、及び／又はタイボルト
が時間の経過につれてトルクを失うとき、接地母線バー、アルミニウム座金及びハウジン
グを一緒に押圧する力が減少する。力が減少すると、アルミニウム座金は、接地母線バー
とハウジングとの間の封止を維持するように拡大せず、その結果、汚染物がハウジングに
入り込む虞があると云う弱点を母線路システムに残す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５７６０３３９号
【発明の概要】
【０００５】
　一面において、配電システムが提供される。本システムは、第１の開口が画成されてい
る接地母線バーと、第２の開口が画成されている母線路ハウジングを含む。本システムは
また締結具封止システムを含み、該締結具封止システムは締結具及び少なくとも１つのシ
ールを含む。締結具は、前記第１の開口及び前記第２の開口を通って延在すると共に、前
記接地母線バーを前記母線路ハウジングに結合するように構成される。前記接地母線バー
は母線路ハウジングに接触して、両者間に接地接続部を形成する。
【０００６】
　別の面において、接地母線バーと母線路ハウジングとを結合するためのタイボルト封止
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システムが提供される。前記接地母線バー及び前記母線路ハウジングの各々には開口が画
成されている。本システムは締結具を含み、該締結具は本体及び拘束部分を含む。前記締
結具本体は、前記接地母線バー及び前記母線路ハウジングに画成された前記開口を通って
延在するように構成される。本システムはまた、前記締結具本体の周りに少なくとも部分
的に延在すると共に、前記接地母線バーに画成された前記開口内に少なくとも部分的に配
置されるように構成された少なくとも１つのシールを含む。該少なくとも１つのシールは
、前記母線路ハウジングに画成された前記開口を封止するように構成される。
【０００７】
　更に別の面において、接地母線バーを母線路ハウジングに結合するための方法が提供さ
れる。前記接地母線バーは、第１の縁によって画成された第１の開口を含み、また前記母
線路ハウジングは、第２の縁によって画成された第２の開口を含む。本方法は、前記第１
の開口及び前記第２の開口が整列して単一の締結具開口を画成し且つ前記接地母線バーが
前記母線路ハウジングに接触して両者間に電気的接地接続部を形成するように、前記接地
母線バー及び前記母線路ハウジングを構成する工程を含む。本方法はまた、前記接地母線
バーと前記母線路ハウジングとの間の接触を維持するように締結具封止システムを構成す
る工程を含む。前記締結具封止システムは、締結具及び少なくとも１つのシールを含む。
前記締結具は、前記締結具開口を通って延在するように構成され、また前記少なくとも１
つのシールは、汚染物が前記締結具開口を通り抜けるのを防止するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、母線路配電システムの模範的な実施形態の側面図である。
【図２】図２は、図１に示されている母線路配電システムの一部分の斜視図である。
【図３】図３は、図２に示されている母線路配電システムの一部分の側面図である。
【図４】図４は、図２に示されている第１の構成部品、母線路ハウジング及び締結具封止
システムの断面図である。
【図５】図５は、図２に示されている締結具封止システムを用いて第１の母線路構成部品
を第２の母線路構成部品に結合するための模範的な方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本書で記述する実施形態は、母線路システム内の構成部品同士を結合するためのシステ
ム及び方法を含む。これらのシステム及び方法は、母線路システムの内部を汚染物から封
止しながら、母線路システム内の構成部品同士を結合するのを容易にする。また、これら
のシステム及び方法は、構成部品同士の間の電気的接地接触を生じさせながら、実証され
たシール平面の使用を可能にする。
【００１０】
　図１は、母線路配電システム１０の模範的な実施形態の側面図である。母線路配電シス
テム１０は、第１の母線路部分１２、第２の母線路部分１４、及び第３の母線路部分１６
を含む。第１の母線路部分１２は、第１の継手１８によって第２の母線路部分１４に結合
される。同様に、第２の母線路部分１４は、第２の継手２０によって第３の母線路部分１
６に結合される。母線路部分同士を結合するための継手は、当該技術分野において知られ
ている。
【００１１】
　第１の母線路部分１２は複数の構成部品、例えば、第１の構成部品及び第２の構成部品
を含む。第１の構成部品の限定ではない一例は、第１の母線路本体２２であり、また第２
の構成部品の限定ではない一例は、接地導体又は接地母線バー２４である。模範的な実施
形態では、第１の母線路本体２２は第１の複数の導体３２及び第１のハウジング３４を含
む。複数の導体３２は、本書では母線バー(bus bar) とも呼ぶが、ハウジング３４の第１
の端部３６からハウジング３４の第２の端部３８まで延在する。ハウジング３４は第１の
母線路部分１２の内部４０及び第１の母線路部分１２の外部４２を画成する。母線路部分
の内部４０は、本書では、ハウジング内の領域として定義される。複数の導体３２は少な
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くとも一部分がハウジング３４の内部４０内に収容される。更に、接地母線バー２４がハ
ウジング３４に結合される。接地母線バー２４は、母線路部分同士の間、例えば、第１の
母線路部分１２と第２の母線路部分１４との間の接地を容易にする。
【００１２】
　第２の母線路部分１４もまた複数の構成部品を含む。例えば、第２の母線路部分１４は
第２の母線路本体５８及び接地母線バー６０を含む。模範的な実施形態では、第２の母線
路本体５８は第２の複数の導体６２及び第２のハウジング６４を含む。複数の導体６２は
、本書では母線バーとも呼ぶが、ハウジング６４の第１の端部６６からハウジング６４の
第２の端部６８まで延在する。複数の導体６２はハウジング６４の内部４０内に少なくと
も部分的に収容される。更に、接地母線バー６０がハウジング６４に結合され、また母線
路部分１２及び１４の接地を容易にする。
【００１３】
　継手１８が第１の母線路部分１２と第２の母線路部分１４とを結合させる。より具体的
に述べると、継手１８は第１の複数の導体３２を第２の複数の導体６２に結合させる。継
手１８はまた、接地母線バー２４を接地母線バー６０に結合させて、第１の母線路部分１
２と第２の母線路部分１４との間の適切な接地を確実にする。代替の実施形態では、単一
の接地母線バー（図１に示していない）が第１のハウジング３４の第２の端部３８と第２
のハウジング６４の第１の端部６６との間に延在して、第１のハウジング３４及び第２の
ハウジング６４に結合される。
【００１４】
　本書に記述する方法及びシステムは、第１の構成部品と第２の構成部品とを結合するこ
と、例えば、接地母線バー２４を第１のハウジング３４に結合するのを容易にする。しか
しながら、本書に記述する方法及びシステムはまた、母線路システム１０内の他の構成部
品同士を結合するために、例えば、限定するものではないが、継手１８と第１の複数の導
体３２とを、継手１８と第２の複数の導体６２とを、及び／又は母線路ハウジングを支持
構造（例えば、床、壁、天井、及び／又は格納庫）に結合するために用いることもできる
。
【００１５】
　図２は、（図１に示す）母線路システム１０の一部分８８の斜視図である。図３は、該
部分の側面図である。図２及び図３の両方に示された構成部品は同じ参照数字で識別され
る。模範的な実施形態では、母線路システム１０は締結具封止システム９０を含む。模範
的な実施形態では、締結具封止システム９０は第１の母線路構成部品を第２の母線路構成
部品に、例えば、接地母線バー６０を第２のハウジング６４に固定する。ハウジング６４
は、第１のパネル９２、第２のパネル９４、第３のパネル９６及び第４のパネル９８を含
む。ハウジング６４は、４つのパネル９２、９４、９６及び９８を含むものとして記述し
ているが、内部４０を画成するのに適した任意の数のパネルを含むことができる。
【００１６】
　模範的な実施形態では、複数の導体６２には、第１の母線バー１００、第２の母線バー
１０２、第３の母線バー１０４及び第４の母線バー１０６（図１に示す）が含まれる。第
１の母線バー１００は第１の母線バー端部１０８を含み、第２の母線バー１０２は第２の
母線バー端部１１０を含み、第３の母線バー１０４は第３の母線バー端部１１２（図１に
示す）を含み、また第４の母線バー１０６は第４の母線バー端部１１４（図１に示す）を
含む。複数の導体６２は、４つの母線バー１００、１０２、１０４及び１０６を含むもの
として記述されているが、システム１０が本書に説明されているように機能することがで
きるようにする任意の適当な数の母線バーを含むことができる。
【００１７】
　図４は、（図３に示された）線４－４に沿って見た第２の母線路ハウジング６４、接地
母線バー６０及び締結具封止システム９０の断面図である。模範的な実施形態では、締結
具封止システム９０は、締結具１１８、間隔保持装置１２０及び封止装置１３０を含む。
代替態様では、締結具封止システム９０は２つ以上の間隔保持装置１２０及び／又は封止
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装置１３０を含むことができる。模範的な実施形態では、母線路ハウジング６４は、第１
の縁１４２によって第１のパネル９２に画成された第１の開口１４０を含む。開口１４０
は外側直径１４４を持つ。模範的な実施形態では、開口１４０は実質的に円形であって、
締結具軸線１４６に中心合わせされる。接地母線バー６０は、第２の縁１５２によって画
成された第２の開口１５０を含む。開口１５０は外側直径１５４を持つ。第１の開口１４
０と第２の開口１５０とは整列していて、締結具１１８を受け入れるように構成された締
結具開口１５６を形成する。模範的な実施形態では、締結具１１８はネジ山付き締結具で
あって、拘束部分１５８と、相補的な締結部材１６２と結合するために構成された締結具
本体１６０とを含む。例えば、締結具１１８は、ナット、又は一表面内に設けられたネジ
山付き開口、又は締結具封止システム９０が本書で説明されるように機能できるようにす
る任意の他の締結部材と結合するために構成されたタイボルトとすることができる。締結
具１１８が開口１５６を通るように配置されたとき、締結具１１８の外面１６６とハウジ
ング６４の第１の縁１４２との間に隙間１６４が存在する。隙間１６４は締結具１１８を
開口１４０に挿入するのを可能にし、またハウジング６４内の締結具１１８及び／又は開
口１４０の製作許容公差に応じて変えることができる。
【００１８】
　本書で記述するとき、「封止」とは、汚染物が母線路ハウジング６４の内部４０に入り
込むのを防止するものと定義する。このような汚染物は、典型的には、締結具の周りの空
間、例えば隙間１６４を通って母線路ハウジング６４に入り込む。締結具封止システム９
０は、接地母線バー６０を第２の母線路本体５８に固定し且つ（例えば、限定するもので
はないが、水及び塵埃のような）汚染物が母線路ハウジング６４の外部４２から母線路ハ
ウジング６４の内部４０へ到達するのを防止するように構成される。封止装置１３０は、
汚染物がハウジング６４に入り込むのを防止するように、締結具１１８と開口１４０との
間の隙間１６４を封止する。また、水又は他の汚染物の侵入に対して施される保護のレベ
ルは、例えば、国際電気標準会議（ＩＥＣ）によって公布されている国際基準に定義され
ている。特定の例では、（例えば、風、雨及び／又は雪のような自然力に曝される）構体
の外部に取り付けられる母線路システムを、国際保護等級（これは、ＩＰコードとも称さ
れる）のＩＰ６５を満たすように製作することができる。ＩＰ６５の等級は、シールが「
防塵」構造であれば、すなわち、内部が塵埃と接触しないように完全に保護され、且つシ
ールが水を密閉体に対して強力な噴流としてどの方向から投射しても有害な効果を内部に
生じさせない場合に、達成される。ＩＰ６５について述べたが、締結具封止システム９０
は特定のシール等級に制限されない。
【００１９】
　模範的な実施形態では、間隔保持装置１２０は圧縮スペーサ１７０及びバネ座金１７２
を含む。封止装置１３０は、第１のパネル９２の外面１７８に直接接触してシールを形成
するガスケット化座金(gasketed washer) １７４を含む。封止装置１３０は、ここではガ
スケット化座金を含むものとして記述するが、任意の他の種類のシール又は封止剤、例え
ば、限定するものではないが、液体封止剤を含むことができる。
【００２０】
　模範的な実施形態では、接地母線バー６０を貫通する開口１５０は、ガスケット化座金
１７４を受け入れるように構成される。より具体的に述べると、ガスケット化座金１７４
は、第２の開口１５０の直径１５４よりも小さい外側直径１８０を持つ。ガスケット化座
金１７４は、ガスケット化座金１７４の半径方向外向きの面１８２が接地母線バー６０の
縁１５２に対して配置されるように、開口１５０内に配置される。接地母線バー６０及び
ガスケット化座金１７４の少なくとも一部分がハウジング６４に直接接触する。例えば、
接地母線バー６０は、接地母線バー６０とハウジング６４との間に直接接地通路を形成す
る突出部１８４（例えば、半剪断隆起部）を含む。
【００２１】
　模範的な実施形態では、圧縮スペーサ１７０は、第１の端部１９０によって画成された
内側直径１８８を持つ開口１８６を含む。圧縮スペーサ１７０はまた、外側直径１９４を
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持つ第２の端部１９２を含む。圧縮スペーサ１７０は第１の端部１９０に配置された第１
の切欠き１９６を含み、該第１の切欠き１９６はバネ座金１７２の少なくとも一部分を受
け入れるように構成される。圧縮スペーサ１７０はまた、第２の端部１９２に配置された
第２の切欠き１９８を含み、該第２の切欠き１９８は接地母線バー６０の少なくとも一部
分（例えば、 第２の縁１５２）を受け入れるように構成される。
【００２２】
　模範的な実施形態では、母線路システム１０の組み立て中に締結具１１８に加えられた
力が、圧縮スペーサ１７０を介して接地母線バー６０とガスケット化座金１７４とに加え
られる。例えば、ネジ山付き締結具へ加えられるトルクが圧縮力に変換される。この圧縮
力はガスケット化座金１７４を圧縮し且つ接地母線バー６０とハウジング６４との間の接
触を確実にする。より具体的に述べると、圧縮力がバネ座金１７２に加えられて、ガスケ
ット化座金１７４が圧縮スペーサ１７０によって第１の端部１９０で最大範囲まで圧縮さ
れる。更にまた、バネ座金１７２に加えられた圧縮力は、圧縮スペーサ１７０を介して第
２の切欠き１９８で接地母線バー６０へ伝達される。第１の切欠き１９６及び第２の切欠
き１９８は、隙間１６４を適切に封止し且つ接地母線バー６０とハウジング６４との間の
接触を維持するために圧縮力を伝達することを容易にするように構成される。
【００２３】
　更に、圧縮スペーサ１７０は、ガスケット化座金１７４にかかる圧縮力を維持すると共
に、締結具のトルクが減少したときでも母線路ハウジング６４と接地母線バー６０との間
の接地通路を維持する。圧縮スペーサ１７０はまた、ガスケット化座金１７４にかかる圧
縮量を制御するために利用される。バネ座金１７２は、締結具１１８にかかるトルクを維
持するのを容易にするために、圧縮スペーサ１７０と締結具１１８の拘束部分１５８との
間に配置される。ガスケット化座金１７４は、所定の圧縮力で最適なシールを形成するよ
うに構成される。この力は組み立て中にガスケット化座金１７４に加えられる。しかしな
がら、締結具１１８のトルクが時間につれて減少していくときでも、ガスケット化座金１
７４は該シールを維持する。例えば、締結具１１８の初期トルクは１５フィート・ポンド
にすることができる。他のシール、例えば、アルミニウム座金と異なり、ガスケット化座
金１７４は、締結具１１８によるトルクが、例えば、３フィート・ポンドに減少した場合
でも、シールを維持する。
【００２４】
　図５は、第１の母線路構成部品を第２の母線路構成部品に、例えば、接地母線バー６０
（図２に示す）をハウジング６４（図２に示す）に結合するための模範的な方法２１０の
流れ図２００である。前に述べたように、ハウジング６４には第１の開口１４０（図４に
示す）が画成され、また接地母線バー６０には第２の開口１５０（図４に示す）が画成さ
れる。模範的な実施形態では、方法２１０は、第１の開口１４０及び第２の開口１５０が
単一の締結具開口、例えば、締結具開口１５６を画成するように整列するように接地母線
バー６０及びハウジング６４を構成する工程２２０を含む。該構成する工程２２０は更に
、ハウジング６４に接触するように接地母線バー６０を構成する工程を含み、これにより
両者間に電気的接地接続部を形成する。方法２１０は更に、接地母線バー６０をハウジン
グ６４に固定するように締結具封止システム、例えば、締結具封止システム９０（図２に
示す）を構成する工程２２２を含む。締結具封止システム９０は、締結具、例えば、締結
具１１８（図４に示す）と、少なくとも１つの封止装置、例えば、ガスケット化座金１７
４（図４に示す）とを含む。前記構成する工程２２２は、締結具開口１５６を通って延在
するように締結具１１８を構成する工程と、汚染物が開口１５６を通り抜けるのを防止す
るようにガスケット化座金１７４を構成する工程を含む。
【００２５】
　模範的な実施形態では、方法２１０はまた、締結具１１８の拘束部分１５８とガスケッ
ト化座金１７４との間に配置するための少なくとも１つの間隔保持装置、例えば、間隔保
持装置１２０（図４に示す）を構成する工程２２６を含む。締結具１１８は、接地母線バ
ー６０をハウジング６４に固定すると共に、間隔保持装置１２０及びガスケット化座金１
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７４を圧縮するように構成される。方法２１０はまた、ガスケット化座金１７４にかかる
圧縮力を実質的に一定に維持するように間隔保持装置１２０を構成する工程２２８を含む
ことができる。
【００２６】
　本書で説明したのは、第１の母線路構成部品を第２の母線路構成部品に結合するための
模範的な方法及びシステムである。より具体的に述べると、本書で説明した方法及びシス
テムは、必要な接地通路接続を維持しながら、継手に最も近いタイボルトにおける漏洩を
無くすことを容易にする。また、ハウジングの表面に沿ってガスケット化座金を配置する
ことによって、ガスケット化座金は母線路ハウジングとシールを形成するように永久的に
変形する。ガスケット化座金は、母線路ハウジングに直接接触して位置しているので、タ
イボルトの周りと共にタイボルト孔の中へ僅かに入り込むことができる。これによりガス
ケット化座金が永久的に変形し、その結果、耐久性のあるシールを形成する。タイボルト
は時間につれてそれらのトルクを失う傾向があるが、本書で説明した方法及びシステムは
、トルクが減少する場合であってもシールを維持するのを容易にする。本書で説明した方
法及びシステムはまた、接地母線バーと母線路ハウジングとの間に直接的な接地通路接続
部を提供する。
【００２７】
　本書で説明した方法及びシステムは、母線路利用の配電網の効率の良い経済的な製作及
び組み立てを容易にする。模範的な実施形態の方法及びシステムを本書で詳しく説明及び
／又は例示した。それらの方法及びシステムは、本書で説明した特定の実施形態に制限さ
れず、むしろ、各システムのそれぞれの構成部品、並びに各方法のそれぞれの工程を、本
書で述べた他の構成部品及び工程とは独立に且つ別々に利用することができる。各構成部
品、及び方法の各工程はまた、他の構成部品及び／又は工程と組み合わせて用いることも
可能である。
【００２８】
　本明細書は、最良の実施形態を含めて、本発明を開示するために、また当業者が任意の
装置又はシステムを作成し使用し、任意の採用した方法を遂行すること含めて、本発明を
実施することができるようにするために、複数の例を使用した。本発明の特許可能な範囲
は「特許請求の範囲」の記載に定めており、また当業者に考えられる他の例を含み得る。
このような他の例は、それらが特許請求の範囲の文字通りの記載から実質的に差異のない
構造的要素を持つ場合、或いはそれらが「特許請求の範囲」の文字通りの記載から実質的
に差異のない等価な構造的要素を含む場合、特許請求の範囲内にあるものとする。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　母線路配電システム
　１２　第１の母線路部分
　１４　第２の母線路部分
　１６　第３の母線路部分
　１８　第１の継手
　２０　第２の継手
　２２　第１の母線路本体
　２４　接地母線バー
　３２　第１の複数の導体
　３４　第１のハウジング
　３６　第１の端部
　３８　第２の端部
　４０　内部
　４２　外部
　５８　第２の母線路本体
　６０　接地母線バー
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　６２　第２の複数の導体
　６４　第２のハウジング
　６６　第１の端部
　６８　第２の端部
　８８　母線路システム１０の一部分
　９０　締結具封止システム
　９２　第１のパネル
　９４　第２のパネル
　９６　第３のパネル
　９８　第４のパネル
　１００　第１の母線バー
　１０２　第２の母線バー
　１０４　第３の母線バー
　１０６　第４の母線バー
　１０８　第１の母線バー端部
　１１０　第２の母線バー端部
　１１２　第３の母線バー端部
　１１４　第４の母線バー端部
　１１８　締結具
　１２０　間隔保持装置
　１３０　封止装置
　１４０　第１の開口
　１４２　第１の縁
　１４４　外側直径
　１４６　締結具軸線
　１５０　第２の開口
　１５２　第２の縁
　１５４　外側直径
　１５６　締結具開口
　１５８　拘束部分
　１６０　締結具本体
　１６２　締結部材
　１６４　隙間
　１６６　外面
　１７０　圧縮スペーサ
　１７２　バネ座金
　１７４　ガスケット化座金
　１７８　外面
　１８０　外側直径
　１８２　半径方向外向きの面
　１８４　突出部
　１８６　開口
　１８８　内側直径
　１９０　第１の端部
　１９２　第２の端部
　１９４　外側直径
　１９６　第１の切欠き
　１９８　第２の切欠き
　２００　方法の流れ図
　２１０　方法
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